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夏の暑さも和らぎ、過ごしやすくなりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
季節の変わり目で、朝晩が肌寒く感じられる日もあり、体調を崩しやすいので、
風邪など引かれません様、お気を付け下さい。

来年度から展開系科目のコマ数を10%削減します。

来年度から展開系科目のコマ数が10%削減され、全学年（2年生~6年生）で合計

50コマ分の講義が削減されます。これに伴い、3年生の自己開発コースの早期開始・

年内終了、平成32年度から、4年生の臨床実習1（ポリクリ）の年明けからの開始が

可能となります。これにより、全学年で軒並み、夏・冬・春休みの日数を増加すること

ができます。

コマ数削減に伴い、講義内容等の変更が必要となり、調整が必要かと思いますが、

何卒、ご協力の程、宜しくお願い致します。

分野別認証評価の自己点検報告書の作成を開始しています。

来年度に分野別認証評価を受審することが決まっていますが、受審のための自己

点検報告書の素案の作成を医学教育センター、学務課を中心に開始しています。自

己点検報告書は、全部で9領域（1. 使命と学修成果、2. 教育プログラム、3. 学生の評

価、4. 学生、5. 教員、6. 教育資源、7. プログラム評価、8. 統括および管理運営、9. 

継続的改良）からなりますが、これまでに7領域分の素案の読み合わせを行いました。

各領域は、AからDの4項目から構成され、A.根拠資料に基づいた「大学の現状」の説

明、B. 大学の資源や環境、状況を踏まえた評価による「大学の現状」の「特長および

優れた点」と「改善すべき点」の記載、C. 「特長および優れた点」を伸ばすために現在

行っている活動あるいは短期的な活動計画と「改善すべき点」を改めるために行って

いる活動あるいは短期的な行動計画の記載、D. 「特長および優れた点」と「改善すべ

き点」を踏まえた、中長期的な行動計画の記載が求め

られています。読み合わせで明らかになった修正点

や不足点を校正し、随時ブラッシュアップを行っていく

予定です。

今後、各部署の方々にもご協力頂くことになるかと

思いますが、ご協力の程、宜しくお願い致します。
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4年生を対象とした「手術室見学ツアー」が開催されました。

8月31日に医学部4年生対象に学内で「手術室見学ツアー」が開催されました。本来
はOSCE実習の後、臨床実習（ポリクリ）が始まり、そこで手術見学をする機会があり
ますが、その前に実際の外科手術はどのようにして行われているのか見学できる貴
重な機会となりました。今回は、第一外科で行われている手術を見学しました。特に呼
吸器外科でのロボットを用いた肺切除術では、専用の眼鏡をかけて3Dの手術映像を
見ながらの見学となり、とても興味深く見学している様子でした。
実際の手術は外科医だけではなく、多くの医療スタッフが関わっているため独特の
緊張感があり、それを肌で感じることができた様子でした。これまでの講義や教科書で
勉強してきた内容とは違う、実践で必要となる知識の説明を実際に手術を見ながら、
先生方から受け、また、手洗い消毒や滅菌手袋着用なども体験しました。
来年も開催される予定ですので、学生の皆さんにとって貴重な機会となるのではな
いかと思います。

3年生が自己開発コースで研究に取り組んでいます。

7月より3年生を対象とした自己開発コースが始まりました。学内の研究室に所属し
て研究を行うプログラムコースと、国内外の研究室に所属して研究を行うオリジナル
コースに分かれて、研究に取り組んでいます。自主的に実験に取り組むのは、ほとん
どの学生が初めてだと思います。不慣れなため、実験の反応がうまくいかなかったり、
また、実験計画の不備もあるかもしれませんが、なぜ実験の反応がうまくいかなかっ
たのか、実験計画のどこに不備があったのか、学生自身でしっかり考察して一つずつ
問題点を改善していってほしいと思います。そのような過程で、研究に対する理解力
が深まるのでは
ないでしょうか。
まずは、今月開催
される中間発表会
を目指して研究を
頑張ってほしいと
思います。


